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小半夏加茯苓湯における 「半夏」 の 指標物質
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　Marker 　 substances 　 are 　 needed 　 for　 the　 control 　 over 　 the　 manufacturing 　 process　 of 　 the

prepa エation 　 of 　Chincse 　medicinal 　prescriptions．

　As　a 　marker 　 substance 　for “Pinelliae　Tubcr ，
”

prescribed　 in “Shohangckabukuryo−To （小

半夏加茯苓湯），
”

we 　 isoIated　 guanosine　 from 　 the　 crude 　drug 　 and 　 examined 　 its　 physicql
characteristics 　 to　 find　 out 　 if　 it　 was 　 a 　 suitable 　markcr 　substanee 　for　the　HPLC 　dctermination
of 　the　crude 　drug　content ．　 Oll　the　basis　of 　these　 tests，　guanosine 　 was 　 found　to　be　satisfac −

tory　 as 　the 　 marker 　 substance 　for “Pinelljae　Tuber ，
”

prcscribed 　in ”Shohangekabukuryo−To

（小半夏加茯苓湯）
”
．

　Keywords − marker 　substance ； guanosine； Pinelliae　Tuber； Pine〃ia　ternata ；

quantitative　analysis ； HPLC ； eva 艮uation 　of 　Chinese　medicinal 　prescriPtion

Araceae ；

　小 半夏加 茯 答湯 は 生姜 （5〜8g ／day ，
た だ し，生 姜 は 外皮 を 去 っ た 生 の ヒ ネ シ ョ ウ ガ と し て 表 示 ）， 半夏 （5〜89 ／

day ）お よ び 茯苓 （3〜5g ／day）の 3種 の 生 薬 か ら処方構 成 され て い る．ま た 本 処方 は 前 IRi， で 報告 し た 生 姜 の 6−

gingerol 以 外 に 明 確 な指標物質 の 報告が な く，い わ ゆ る 2 成 分定 量
2 ）の 行 え な い 処 方 の 一

つ で あ っ た．

　今 回 ， 半夏の 指慓物質 の 倹索 を 行 っ た結果，粘液を除去 し た 水溶性分画 よ り guanosincを単離 し た．前報
1）

に 準

拠 し ， 本品 の 物性試験を 行 っ た 結果，小半夏加茯苓湯エキ ス 製剤 の 指標物質と して 満足 す る結果 を 得 た の で 以 下 に 報

告す る，

　 な お，半夏 よ り guanosine が．単離同定 さ れた の は 今回 が 初 め て で あ る．

実　験　 の 　 部

　1．　 3 次元 HPLC に よ る 半夏お よび 茯苓 の 比較

　半 夏 お よ び茯 苓 の 微 粉末 （〈 200μn1）各 1／10 日景 （800，
500　mg ＞を 60％ MeOH 　s　ml で 50℃

，
30分間振 蘯 抽 出

し た後，遠心 分離 （3，　500　rpm ，10　min ） し，．E澄 を 0．45μ m の フ a ル タ
ー

で 濾過 し，その 濾液 20μ1 を HPLC に

注入 し た ．HPLC の 条件 ： ヵ ラ ム ： LiChro 　CART 　RP −18250 　mm 　x 　4　mm 　i．　d．　 Merck 　Co ．，溶 離液 ：A ； H20 ，

B ； acetonitrile
，
　 A ／B ＝90／10→A／B ＝20／80，60　min リニァ グ ラ ジ エ ン ト， 流速 ： 1　ml ／min ，検出波長 ： 220−300

nm （島津 SPD −MIA 使用）， 検出感度 ；O．08　 ABS （Fig・1）・
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　 　 　 　 　 　 　 Fig，1． 3DM −HPLC 　Profile　of 　Pinelliae　Tuber　alld 　Hoelen

A ： Pinelliac　Tuber ； B ： Hoelen ．　 Conditions： column ，　LiChroCART 　RP −184mm ×250　mm ；

mobile 　 phase ； A ＝H20 ，　 B ＝MeCN
，
　 A ／B ＝90／10 → A／B ＝20／80，

60　min ．工inear　 gradient；
How 　rate ，1ml ／min 　 at　 30℃ ； detective　 wave 　length，220　nm −300　nm ； detective　sensitivity ，
0．08ABS ．
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　Fig．2．　IIPLC 　Profile　of　Pinelliae 　Tuber ，　 Hoelen 　 and 　 Fresh　 Zing 量bcris　 Rhizoma

A ： PineIIiae　Tuber ，　 conditions ： column ，　 LiChroCART 　 RP −18250 　nlm 　x 　4　mm ； mobile

phase，
5％ MeCN ； fiow　rate ，　 l　ml ／rn 三n 　at　30℃ ； detective　wave 　length，254　nln ； detective

sonsitivity ，0．01　 ABS ．　 B ： Water 　ex 亡．　 of 　Pinelliae　Tuber ，　 C ： water 　ext ．　 of 　Hoelen ，
D ： water 　cxt．　 of　fresh　Zingiberis　Rhizoma ，　 HPLC 　conditions 　are 　the 　same 　as　 in　the

case 　of　a　determination　mcthod 　of 　guanosinc （Fig．5）．
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　2． 半夏 特異 成 分 の 検索

　半夏 の 微粉末 （〈 200
μm ）IOO　mg （1〆80日量）を20％ MeOH 　5　ml で 上 記 と同様に 処理 し，

　 HPLC の 試料溶液 と

した．HPLC の 条件； 移 動層 ： acetonitrile −H20 （5 ：95），流 速 ： 1　ni1，i
’
n コin，検 出 波 長 ： 254　nm （島津 SPD −2A 使

用），検出感度 ：0，01ABS
， 注 入 量 ： 10μ1 （Fig，2−A ）．また別 に 半夏 （8　g ），蕉 苓 （5　g ）お よ び 外皮 を去 ろた 生 の

ヒ ネ シ ョ ウガ （5g ）を用 い そ れ ら の 煎剤 （20倍量 ， 半量 煎 じの 湯液） を 、調製 し，構成生薬 の 成 分 ピー
ク を 比較検討 し

た （Fig．2−B 〜D ，　 HPLC の 条件 は 下記 の 定量操作 に 準拠）．

　3．．指標物質 （guanosine） の 単離方法

　上 記 の 実験 で 確認 され た 半夏］⊥1来 の ピ ー
ク 2 （Fig．2一へ B） を 目的 の 単離物質 と し て 以 下 の 操作 を行 っ た．す なわ

ち，局方 ［
’
半夏」 （札幌市場 品，1985）末 1kg を 50％ MeOH 　 10ノ で 40℃ 101i寺間振盪抽出 L ，得 られ た 濾液を 減

圧
一
ドで 約 21 ．

に 濃縮 した 後，Et2021 で 分配 し
．’
夜放置 し下 層を分取 した．下 層を減圧 下 で 約 ll に 濃 縮 し た 後，

MeOH 　31 を徐 々 に 撹 は ん しな が ら加 え，沈 澱 す る粘液 を除 去 した．こ の 操俘 （濃縮 ，　 MeOH の 添 加，濾過）を 4

回 繰 り返 し な が ら徐 々 に MeOH 含 有 量 を 高 め ，最終 的 に 約 11 の 95％ McOH 可 溶 部 を 得 た．　 MeOH 可 溶部は 減

圧 卜
’
で 濃縮乾 固 し，中圧 分取用液体 ク 卩 マ トの 試警1溶液 と し た．分離条件 は 次 の と一t・s り で あ る．カ ラ ム ： ODS 　22

皿 mx300 　mm ，溶離液 ： 5％ acetonitrile ，流速 ：5ml ／min ，測 定波長 ：254　nm ．分 II雛 され た Fl的 の 分 画 （ピ
ー

ク 2 ）

は 減圧 下で 濃縮乾固 し 水 よ り再 結 1界】し た （Fig．3，　 Fig．4）．

　4．　 Guan〔〕sine の 物性試験 1．乾熱およ び熱水の 影響

　Guanosine （和 光 純薬  ） 工Omg ／100ml 　 MeOH 　i容液 を 調製 し，10m1 の メ ス フ ラ ス コ に 各 lml を分注 し た 後，

水 浴上 で 溶媒を 留去 した もの を 下記の 試験 に 用 い た．比較慓準液 ぽ 試料彡〉注後，速やか に 溶媒 を 留去 し，精製水で 全

（．283 ）
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Powder　of 　Pinelliae　Tuber（1Kg）
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25国g　of 　white 　needle 　crystals 　（guanoslne ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OH 　　　OH

　　　　　　　　　　　Fig．3．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．4．

　　　　　　　　　Fig．3．　isolation　 of 　Guanosine 　from 　PineUiae　Tuber

　　　　　　　　　Fig，4。　 Structure　of 　Guanosine

TABLE 　I．　 Guanosine の 物 娃 試 験 （残存率％）

処 理 時 間

処 理方法
1hr 2hr 3hr 4hr 5hr

乾熱
一150℃

乾禦ミ
ー200°C

磐izK−　　97°C

pH 　5 − 97°C

pH 　7 − 97°C

pH 　9 − 97DC

101．582

．499
，398

，5100

，799
，3

98．573
，5100
．7100

，010Z
　2100
．　7

100．060
，5101

，5100

．71el
，598
，5

99．342
．498

．5100

．097
．899
，3

97，832

，199

．3101
．5100
，7100
．0

量 を 10ml と し た もの を 用 い ，他の 試 料 は 加熱処理 終 了後，精製水で 全量を 10　ml と し て ，　 HPLC で 定量 し た．

処 理 方法お よ び HPLC の 条件 は 次 の とお りで あ る，

　乾 熱試験 ：器 内壁 に guanosine を付着 さ せ た メ ス フ ラ ス コ を 常 圧 下 ，
150℃ お よ び 200℃ で 加熱処理 し ，

guanosine の 残存率 を 経時的 （1〜 5時間） に 測 定 した （TABLE 　I）、

　熱水処 理 ： 器内壁 に guanosine を 付着 させ た メ ス フ ラ ス コ に 2ml の 精 製水 を 加 え，沸 謄 水 浴 （97℃ ） 中 に 放 置

し，guanosine の 残存率を経時的 （1〜 5 時間） に 測定 した （TABLE 　I）．

　HPLC 溶 離液 ： 2％ acetonitrile ，流 速 ： 1ml ／min ，測定感度 ： O．　02　ABS ，測定波長 ：254　nm ，注入 量 10μ1．

　5．　 Guanosine の 物性試験 2．緩衝液 （pH ） の 影 響

　Guanosine の 標準溶液，各試料溶液の 調 製お よび HPLC の 条件 は 4，の 試験 と同様 で あ る．処理方法 ： KH2PO4 −

Na2HPO4 （各 1／15M ）緩衝液 （pH 　5，7，9） を常 法 に よ り調 製 し，器 内壁 に guanosine を 付着 さ せ た メ ス フ ラ ス

コ に 2m1 の 緩衝液 を 加え，沸騰水浴 （97℃ ）中 に 放置 し，　 guanosine の 残存率を 経時的 （1 〜5 時間）に 測定 し た

（TABLE 　I）．

　6．　 Guanosineの 物性試験 3．蒸留試験

　局方 「精油定量器」 を用 い ，guanosine （和光純薬   ） 10mg に 精製水 150　ml を 加え，初留か ら経時的 に 10mI

ず つ 5 回 留液を 分取 し，上 記 と同 様 に HPLC で 分析 し た．

　7．　 生 薬半夏お よび小半夏加茯 苓湯中 の guanosine の 定量法 と移行率

　原 料生薬 ・半夏 ： 半夏 の 微粉末 （＜200μm ）100mg （1／80日量）を 101nl の バ イ ア ル ピ ン に 精密 に 秤量 し，下記 の

HPLC 溶離液 4ml お よ び 内部慓準溶液 lml を加 え，50eC，30分間振盪抽出 し た 後，遠心 分離 （3，500　rpm ，10皿 in）

（284）
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Fig．5．　 HPLC 　Profile　 of 　Guanosine 　in　Shohangekabukuryo −To （小 半

　　　　夏加茯苓湯）

A ： Pinelliae　Tuber，　 B ： Water　ext ．　 of　Hoelen 　and 　Zingiberis　Rhizoma

（小半夏加茯苓去半夏湯），
C ： Shohangekabukuryo−To （小半夏加 茯 苓湯）

contained 　internal　standard （phthalic　acid ）．
Conditions ：　 column

，　 LiChroCART 　 RP −184mm 　x 　250　mm ；　 mobile

phase，0．5％ AcOH 　adjusted 　to　pH 　4．　2　with 　NH40H （1→ 2）； flow　rate，
1　m1 ／min 　at　30℃ ； detective　wave 　length，254　nm ； deteotive　sensitivity ，
0．Ol　ABS ．　Peaks ： GS

，
　guanosine； IS： internal　standard （phthalic　acid ）．

し，そ の 上 澄 を フ ィ ル タ
ー
濾過 （0．45μm ） し，試料溶液 と した ．

　小半夏加茯苓湯 （標準湯液）： 処 方 1 日分 （半夏 8g
， 生姜 5g

， 茯苓 5g ） を 20倍量 の 精製水 （360m1 ）で 半量

に 煎 じ，熱時 ガ ーゼ 濾過し，冷後濾液に 精製 水 を 加 え 全 量 を 320　ml に 調製 し た．次 に 本湯液 4ml （半夏 100　mg

に 相当） に 内部標準溶液 1m1 を 加 え均
一

に した後，原料生姜 と同様 に 遠心 分離 し，試料溶液 と し た （Fig．5−C ）．

　HPLC の 条件 は 次 の とお りで あ る．カ ラ ム ： LiChro 　CAR ．T　RP −18250 　mm × 4mm 　i．　d．　Merck　Co．，溶離液 ：

0．5％ AcOH 溶液 を NH40H （1→ 2）で pH 　4．2 に 調製 流速 ： lml ／min ，検 出 波長 ： 254　nm （島津 SPD −2A 使

用 〉，検出 感度 ： 0・01ABS ，試料注 入 量 ：20 μL 内部標準溶液 ：　phthalic　acid 　5　mg ／MeOH 　100　mL なお，検量線

は guanosine 　20　ng 〜80ng よ り得られ た ピー
ク 高 さ と内部慓準 phthalic　acid よ り得 られ た ピ ー

ク高 さ に 基づ き，

局方 （X ）一般試験法 ・液体ク ロ マ トグ ラ フ 法 の 内部標準法 に 従 っ て 行 っ た ．ま た 本法に よ る HPLC の 分 離 な ら び

に 他 の 生薬由来 の バ
ッ ク グ ラ ウ ソ ドを確認す る 目的 で，内部標準物質を添加 しな い 生薬 ・半夏 の 試料溶液 （Fig，5−A ）

と内部標準物質 を 添加 し な い 小半夏加茯苓湯去半夏 の 湯液 （Fig．5−B） また 内部標準物質を添 加 し た 小半夏加茯苓湯

の 標準湯液 （Fig．5−c） の 比 較 を 行 っ た．

　 8． 市場品 半夏の guanosine の 定量

　1973〜86年 に 入手 し た半夏 （21検体），水半夏 （1検体）な らび に 法製半夏 （4検体）の guanosiエle 含有率 （％）

を 測定 し た （TABLE 　II）．定 量 操 f乍は 上 記 の 原料 生 薬
・半 夏 の 方 法 に 準 拠 して 行 っ た．また 1986年購 入 No．　21 の 検

体 を 用 い て 塊茎一E部 1／3 と塊茎 下部 2／3に 分け guanosineの 組織内分布に つ い て検討 した，

結果 お よび考察

　実験 1 ：小半夏加茯苓湯の 配合生薬の うち ， すで に 指慓物質 を確定 した生姜を 除 く2 種 の 生薬 に つ い て検討 した．

半夏 お よ び 茯苓 の 500mg （1／10日 量 ）／5　ml 　60％ MeOH 　Ext．を 3次元 HPLC に よ り解析す る と （Fig．1・A，　B），

極性 の 高 い 領域 （0〜12min）に 大 きな ピーク群 を認 め，ま た 極性 の や や 低 い 領域 （40　min 以 降）に 小型 の ピーク を

認 め るが ， 実際 の 湯液 で は ，極性 の 低い 成分 は 移行率 が 低い た め ，さらに 成分検出は 困 難に なる もの と考え られ た．

ま た 両者の 極性 の 高 い 領 域 の 成 分 検索が 適当で あ る と した．

　実験 2 ： 極性 の 高 い 領域 を 1』分 抽 出 す る 目的か ら半夏の 微粉末 100mg （1／80日量 ）を 20摎 MeOH 　5　ml で 抽出 し

た ．また 本試料溶液 を 5％ acetonitrile （溶離 液 ） で 流 出 させ る と四 つ の ピーク が 確認 され た が （Fig．2−A ），ピー
ク
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TABLE　 I正．

No ． 購入年

市場品 ・半夏中の guanosine 含有率 （％）

　　 商品 規格　　　 産 地
一

市易　　　 含有率％
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No ，1〜21 の guanosine 平均含有率　0．0073％

11・＃．他 の 生薬 に 山来す る 成 分 と十 分 な 分 離 が 得 られ ず （Fig・2−B ，　C，　D ），ま た ピ ー
ク 3 お よ び 4 は 定 量 に 必 要な ピー

ク 高 さ が 得 られない た め ，今回 の 口的物質 を ピーク 2 と し た ．

　実験 3 ：分離図 Fig．3 に 従・
） て．上 記 の 実 1験で 確認され た ピー

ク 2 の 成分を 半夏 lkg か ら約 25　mg 単離した．

ま た 本昴を 70cC　2　mmHg で
一夜 乾燥 した 後，融 点 （分 解点），兀 素分析，　 IR お よ び IH ，13C −NMR 等 の 機器分析

を行 っ た結果，者測定値 は guanosin
’
e の 文献値

3）な らび に 標品 guanosine（和光純薬  ，特級）と完全に
一

致 し，

半夏 か ら単離 した 本品 （ピ
ー

グ 2 ） を guanosine （Fig．4）と 同定 した．こ の よ うに 半夏 か ら guanosinc が 単離同定

され た の は，今回 が初 め て で あ る．

　実 験 4〜6 ： 標準品 guanosine を用 い た 各物．
「生試 験 の 結果 （TABLE 　I），

95℃ に お け る 熱水 お よ び 緩 衝液 （pH 　5

〜9）の 処 理 で は guanosine の 分解 1’t認 め ら れ な く，ま た 精油 定 量 器 を用 い た 蒸留操作 に お い て も，　 guanosine は す

べ て の 蒸留分画 で検出 され な か っ た．さらに 乾熱試 験 150℃ −5 時間 の 処 1「亘で も分解を認 め な か っ た が，200℃ の 処

理 で は 毎時約 13％ の 分解率 を も っ て 減少す る こ とが 確認 され た．こ の こ と は 通 常 の エ キ ス 製 法 に お い て ，guanosine

の 分解 に よ る 含量 変 化 を 考 慮 しな くて よ い と 考 え ら れ，工 程管理 を 意図 した指慓物質の 条件を満 た し て い る とい え

る．

　実験 7 ： 原 料生薬 ・半夏 に お け る guanosine の 抽出方法 は本品 が塩基性物質 で あ る こ とか ら，そ の 溶媒を HPLC

と同様の 弱酸性 （pH　4．2）に 設定 し た．また精 製 水 の み の 抽 出 で は粘液質溶出 の た め O．　45μm の フ ィ ル タ
ー
濾過 が

困難 に な り，ま た 逆 に MeOH 濃度 が 高 い と guanosine の 抽 出効果が 低 ドす る 点 を 考慮 し ， 最終の MeOH 濃度 が
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20 とな る よ うに 調節 し た．

　ま た 本定量操作に お け る HPLC の 分離 な らび 他 の 生薬 由来 の バ
ッ ク グ ラ ウ ン ドを確 認す るた め，内部標準物質 を

添加 しな い 生薬 ・半夏 の 試料溶液 （Fig．5−A ） と内部標準物質 を 添加 し な い 小 半 夏 加 茯 苓 湯 去 半 夏 の 湯 液 （Fig．5−B ）

な らび に 内部漂準物質 を添加 した 小半夏加茯苓湯標準湯液 （Fig．5−c） の 比 較 を 同濃度 （1／80 日量） で 行 っ た そ の 結

果 ， 小半夏加茯苓湯去半夏 の 湯液 （Fig．5−B）に お い て guanosine （GS ） の Rt （約 30　min ）に きわ め て 微量 で は あ

る が 分離不 能 な ピ ーク が 認 め られ た ．ま た こ の ピーク は 使用 す る原料 生 薬 （茯 苓お よ び外皮 を 去 っ た 生 の ヒ ネ シ ョ ウ

ガ ） に よ っ て は ，木分析条件 で 確認 され な い 場 合 もあ る．繰 り返 し試験 を 行 っ た 結 果，小 半夏加 茯 苓 湯 に お け る

guanosine の 定量 値 に お よ ぼ す分離不 能 な ピ ー
ク の 影 響 は 最大 で も2．5％ 以 下 と考 え られ た ，こ の 成 分 ピ ーク は 茯 苓

も し くは 生 姜 eb来 の guanOSine の P∫能性 も否定 で きない が，半夏山来 の guanosine に 対 して ， 実際 の 定量上 無祝 し

うる量 で あ る．なお，溶離液 の 液性 （pH ）の 調節は 内部標準物質 phthalic　acid の 溶出時間 を変 化 さ せ る が，　 pH

4．0〜4．4 の 間 が 良好 と思 わ れ た．ま た guanosine の 生薬 ・半夏か ら小半夏加茯苓湯 ・標準湯液 へ の 移行率は 約95％

と きわ め て 良 好 な 結果 を示 した，

　実験 8 ： 1973〜86年 に 購入 し た 半夏 （No ．1〜21），水半夏 （No ．22）な らび に 法製半夏 （No ．23〜26）の guanosine

含有率 （％）は TABLE 　II に 示 す．

　通常，処 方 に 用 い られ る 「半夏」 （No ．工〜21） の guanosine 含 有 率 は 0．　OO25〜0．0132％ ，平 均 値 で 0．0073％を 有

し，ま た 水半夏か ら も確認 さ れた ．しか しな が ら ， 法製半夏 に お い て は きわ め て 微量 しか 確認 され な か っ た．こ の 点

に 関し て は ，法製半夏が薄片状で か つ 含有 デ ン プ ン が糊化 して い る こ とか ら，熱水処理 され て い る もの と考え られ，

修 治 の 過程 で guanosine が 溶出 し た 可能性が高い．ま た No ．21 の 検体 を 用 い て 塊茎 一ヒ部 1／3な ら び に 塊 茎 下部 2／3

の 組織 に お け る guanosine の 分布に つ い て 検 討 した 結果 ， 塊 茎 の 上 部 1／3の 組織 は guanosilleをO．　0125％含有す る の

に 対 し，塊茎 の 下部 2／3の 組織 は 0．OO656e で あ り，上部と下 部 で は 含有率 に 明 らか な差 を 認め る．こ の 含有率 の 差 は

上部 1／3で 全 guanosine含量 の 半 分 を有す る こ とか ら ， 単 に 紐織 の 比 甫 の 違 い に よ り生 じて い る の で は な く， 植物
・

カ ラ ス ビ シ ャ ク の 組織 ・生理 上 の 違い （塊茎 の 上 部は 地 上 部 と発根等の 生 長に 関 b／一
す る部分 で あ るの に 対 し， 塊茎 の

下 部は 貯蔵 組織 と し て デ ン プ ン 粒 を含有す る 組織） に 起因す る もの と考 え られ る．

結 論

　以上 の 結果か ら， guanosine は 小半夏加茯苓湯 に お け る半夏山来 の 指標物質 と し て 満足す る も の と考 え られ る，著

者 らがす で に 生 姜 と乾姜 の 指標物質 と して 報告 した 6−gingoro1 と 6−shogaoli ）
に 比べ guanosine の 移行率 と その 安

定性 は きわ め て 良 好 で あ る．市易品 ・生薬半夏 の guanosino 含 量 は 約 0．003〜0．　OI3％ で あ り，上
．．
F限 比 約 4 倍 と極

端 な
・
含有分布 を示 して い な い ．こ の こ とは 今回 の 指標成分 と して の 補足的 な条件 を 満 た して い る とい え る．また 現在

の と こ ろ，guanosine を 高含量で 含む生薬 （植物性）の 報告 は 少 な くマ メ 科植 物 の 一
部 と，さ らに リ ン 酸 エ ス テ ル

Cyclic−GMP の 形 で 大 棗な どに 含有す る こ とが 確認
4，されて は い る が，　 guanosine と 同様 に 含有率 の 差 は あ っ て も核

酸を構成す る要素 として 動植物全般 に 分布 し うる物質 で あ り，指標成分 と し て他 の 半夏配合処方 に 応用す る場合 は個

個 に 検討す る 必 要 が あ る．

　ま た guanosineは 局方半夏 と し て は 規格外 に な る 水半夏 に も含有 さ れ る こ と，お よ び 経験的な 品質評価 に よ る 等

級 （甲 ， 乙，丙，一
級，二 級）と も相関性 が高くな い た め，生 薬半夏 の 品質 評 価 の た め の 成 分 とし て 位置付け る こ とに

は 問題があ る．また 半夏 は 「六 陳八 新」 の 分類か らい え ば，「陳久 な る もの （長期保存 し た もの ）を良 し とす る」生薬

に 相 当 す る が
， guanosine 含有 が 保存期間の 長短 との 相関性 を 推察す る 結果 は 得られ な か っ た ．た だ し，　 guanosine

は 生 薬の 組織 に よ っ て遍在す るた め ， デ ソ プ ン 貯蔵 部 位 の 充 実 して い な い 半夏 が相 対 的 に 高含量 に な る傾 向が あ る．

　 ま た 半夏 を 修治 した 法 半 夏 に guanosine が ほ とん ど含有 されず，　 guanOSine と半夏お よ び 法半夏 との 薬効上 の 関

連性 に つ い て は 検討 の 余地 が ある，

　以上 の こ とか ら，小半夏加茯苓湯エキ ス 製剤 の 指慓成分 と して guanosine を 採用 で きる．
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